
5117 久楽
くらーく
の世界の旅：狭い通路や迷路、急な上り階段 

 

⾏きは良い良い、帰りは怖い。階段を下れば、下に⾏けるのが普通だが、 

間違うと、個々の家で、⾏き⽌まりもある。 

⽬⽴たないような服装、カメラも要注意。緊張感のある散策。 

素敵な通りもあって、出会うと、実に嬉しい。 

 

 

 

   
 

 

 

 
 



海外のひとり旅、弱々しさや、疲れを⾒せると、危険が増す。 

年齢国籍関係なく、堂々と、元気にしているのが⼀番。それだけに⽇常の運動が⼤切。 

マイペースで、旅をさせてもらっているので、外⾒的には、強がりは可能。 

どんな出会いがあるのか、発⾒があるのか。気づきと学び。 

この坂道、階段を上ると、どんな出会いがあるのか、ワクワクすることもある。 

映画のシーンが思い浮かぶことも。これ、久楽流、旅の楽しみ⽅。 

 

 

 

   
 

 

 

 


